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しかし、採りあげられた女性歌人の作品や男性歌人による各解





























教養に裏打ちされた、姿の美しい作品という、従来の歌風から一歩を踏み出そうとしている作品に焦点を当てたものである。すなわち、いまどき「女流」を冠するのは古風に過ぎるが、今野に関しては違和感はないとし、それは釋迢空 言う「女歌」にも通じ、写実に対する象徴、漢語脈に対する和語、社会に対する内面というようにも言える云々、と述べた箇所である。今野 従来の を総括した形で、いわゆ 折口（迢空）の「女歌」の系譜 上に見よう した点に注目したい。
他では、 「女歌」という語こそ用いてはいないが、梅内美華子を論
じた山田富士郎の「偶然を必然に」が、今後の「女歌」の方向を考えようとする時、大いに示唆的な内容だと思われた。また、 「女流」という言葉に関して 「男流」という対に るべき言葉はないから、最初から男の視線の貼りついた言葉であり、廃れつつあるのもそのせいだ、 箇所も加え おこう。
このように「女歌」の系譜、その時代の流れの中で「女歌」を理
解し、各歌人を選んで論 ものはきわめて少ない。 「女流」 、 「女性歌人」という呼び方の不明確さも含め しかしそれだけに 現代において「女歌」をどう るのかが容易ではないこと 、これらの小論は物語っているとも言える だろう。
　　　二
では、同誌の座談会「女流歌人はど 変化したか」では「女歌」 、
あるいは女性の歌をどのように らえているだろ か。出席者 小


















ったような感じだと言う。また、河野裕子作「菜の花のあかるい真昼 　耳の奥の鼓室で誰かが 　ぽ、ぽ ぽんぽん
『母系』 （他一首）
」に
ついて、 「母親とか女流 かではなくて、自然 中に溶け込んだ奔放な歌を河野裕子は歌っていくだろう」と その 差の枠を越えた歌を女性に見ようとしている。
女性歌人の作品についての三人の発言は恋愛、結婚、日常、妻、
母、出産、子、社会、介護、仕事 ど多岐にわたるが、右では本稿を進めていく上で 特に参考になるで ろうと思 れ 部分を紹介した。この内前二つの大島、小高発言は、男性の鑑賞眼によって性作品が読まれ きたこと、時代や社会環境 変化による女性作品への多面的な影響など、女性は無論 男女を問わず実作者が直面し認識を深めつつある事柄だろうと思う。また、三つ目の大島発言は今後の女性作品の方向づけとして注目した意見であった。これについては 述する。

















年の主な「女歌」論に触れておきたい。「女歌」という言葉は、周知のように折口信夫（釋迢空）によって考えられた歌論の用語である。その歌論は古代 り近現代にわ るものであり、折口の文学研究の中で重要な位置を占めるテーマの一つである。特に現在につながる論としては、戦後発表された『女流短歌史』 、 『女流の歌を閉塞したも 』 、 『女人短歌序説』などの一連に見られ
る（４）
。これらの根幹をなす主張の概ねは、古来女の歌には男
の歌と違う特徴が ったこと 垣 場における掛け合いに す
現代短歌における「女歌」19
る、男の歌に対抗しての相手をからかったり、突っぱねたり、じらしたりなど 態度や強い調子を持っていたこと、従って、女の歌は男の歌に追従するものではなく、対等の関係を持ち 同格として認められてい こと、しかし、機知や誇張表現などの技巧は洗練されるものの、男の歌に寄りか って歌うため独立性に欠け、男が文学意識を獲得するのに比べてそれが遅れてい こと、などである。その上で、各時代における代表的な女性歌人の歌を例に掲げ がら「女歌」の特徴と変遷を述べたものであった。
それは、こうした場合必ず引き合いに出されるが、賀茂真淵の








































すでに「女歌のゆくえ」 （ 「短歌」一九七一・三月号）において示されている。それは、上田三四二の昭和三十年代（ 九六〇〜 の女流歌人の興隆 ついてとらえた「生理や感性に基礎を置く〝女歌＂ 」や、菱川善夫の「性によって日常性から解放されるという作品形成」などを踏まえ、検討したものであった。ここでは、折口の論旨を今日（筆者注
 昭和三十年代）もなお主張され得ていると認めた上で、


































らえ方であるが、 「しかし」以下で阿木津はこの二つを否定している。また、 「たをやめぶり」について、賀茂真淵が歌の理想と た万葉集の「 すらをぶり」と対抗するというより、女らしさや女々しさという当時の女に対する価値概念を反映させた言葉だと 、折口の「女性主体がになってきた文化の歴史が背後に考えられていた」それとの違いを指摘する。
これは折口の古代にさかのぼる「女歌」論をよく理解した指摘で



















ふたたび第一章における座談会に戻りたい。先ず、 「女歌」 、 「女性



















に今野寿美や安永蕗子の歌に「女歌」の伝統をみとめているに過ぎないのである。この誌面に見る限り、これが現代短歌における「女歌」の現状 と思うほかはないようである。加えて、今野、安永の文体について、 「全体の読者 ら見ると少し古めかしい感じを受けるかな という小高発言も 。 「女歌」の文体が必ずしも文語















































































Featuring on ‘Onna-Uta Today’, male kajins’ short papers on the works of 9 female 
kajins, and a table-talk by three male kajins are contributed in Tanka, February Issue, 
2010 (Kadokawa Gakugei Shuppan). Unfortunately the author finds in the table-talk, 
nothing relevant and essential to the true appreciation of onna-uta. An attempt is 
therefore made in this paper to re-define what onna-uta is in modern tanka poetry, and 
to see how it is perceived now, and how it has been developed with the special 
reference to the recent theorization of this genre.
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